
 

「土木広報大賞 2018」応募用紙 
 

団体名：噂の土木応援チーム デミーとマツ 

土木広報活動または作品名：ワクワク土木土木（ドキドキ） デミーとマツの驚き土木体験イベント 

【広報活動の概要】 
「噂の土木応援チーム デミーとマツ」は、子どもたちに土木の大切さを伝えるために土木技術者であり

博士（工学）である二人が結成したユニット。2016 年 4 月結成。活動は、土木現場や建設資材工場でワク

ワク、ドキドキ、驚き体験イベントの企画と開催。マンホール蓋の色付け体験、のり面でのコンクリートの

吹付け体験や砕石場でダイナマイトを爆破体験、超巨大重機の操作体験など、学校では学べない土木体験イ

ベントを通じて、多くの子ども達に土木の重要性や魅力を伝え、「土木は百年後も人の役に立つ仕事」であ

ることを伝えています。体験前に行う座学においては子ども達に「土木は優しさをかたちにする仕事」、「得

意な勉強を頑張ればかっこいい仕事ができる」ことをわかりやすく伝えています。 
また、イベント開催の際は、必ず保護者に同伴していただいています。これは、安全管理と、子どもを通

して将来の日本を身近に感じていただくこととを目的としています。さらに、その現場、工場で働く職員の

方々とそのご家族にも参加いただいています。これは、家族を支えるお父さんやお母さんの仕事を知り、誇

りに感じていただくことで、土木ファン、土木技術者・技能者ファンを家庭内から増やし、支えていただく

機運を醸造することを目的としています。 
2016 年、2017 年の体験イベントの開催実績と 2018 年の開催予定の一部を表に示します。 

表 2016～2017 年のイベント開催実績と 2018 年の予定（抜粋） 
第 2 回 2016.5.20 下水道管製作工場・マンホール鉄蓋工場潜入体験 福岡県 
第 4 回 2016.6.10 法面のコンクリート吹付け体験 長崎県 
第 6 回 2017.9.2 マンホール鉄蓋絵付け・蓋あけ体験 佐賀県 
第 7 回 2017.12.16 砕石場の巨石を爆破体験 長崎県 
第 8 回 2017.12.23 コンクリートができるまで体験（石灰石採石場→セメント工場→

生コン工場→消波ブロック製作現場） 
福岡県 

第 9 回 2018.5.12 (開催済み)世界最先端の建機を体験 福岡県 
第 10 回 2018.6.3 (開催済み)測量の日・伊能忠敬没 200 年記念 新旧測量体験 長崎県 
第 11 回 2018.7.7 (開催予定)海の日記念 テトラポッドの秘密基地に潜入 大分県 
第 12 回 2018.8.4 (開催予定)[離島の子供たち向け]砕石場の巨石を爆破 in 上五島 長崎県 
第 13 回 2018.8.10 (開催予定)道の日記念 トンネルのお医者さんになろう 宮崎県 

 

【広報活動の効果】 
我々の活動はボランティアで行っており、子供たちをターゲットとして、土日祝日に九州を中心に土木体

験イベントを開催しています。2016 年度は 2 回（福岡、佐賀）、2017 年度は 6 回（福岡、長崎、佐賀）、合

計 8 回のイベントを開催し、約 600 名の参加がありました。これらのイベントでは、国、自治体、民間企

業、ボランティアなどのべ４５機関と多くの団体と連携しています。また、第 2 回（佐賀）のイベントでは 

佐賀県内のほか東京、大阪、福岡、熊本、長崎から、第 7 回（長崎）のイベントは長崎県内のほか福岡、熊

本、佐賀、大分など他県からの参加が多いことが特徴です。リピーターも増え始めており、例えば A 家族

（小学生女子 2 人とそのご両親）は過去 4 回のイベントに参加して頂いています。参加者から現場、工場職

員への感謝のメッセージは協力いただいた企業の方々に感動をよんでいます。 
さらに、これらのイベントは、テレビ（福岡放送、長崎放送など）、新聞（全国紙、地方紙）、ラジオ、Web

ニュース(Yahoo ニュース、dmenu ニュース)など４０のメディアに取り上げられ、「噂」になっています。

デミーとマツの噂が広がり、九州・沖縄で開催していない他の４県（熊本、宮崎、鹿児島、沖縄）の行政、

民間企業からイベント開催の要請があり 2018 年度には約１０件のイベントを開催する予定です。 
告 知 や 開 催 報 告 は 公 式 ホ ー ム ペ ー ジ （ https://doboku.wixsite.com/index ）、 公 式 Facebook

（ https://www.facebook.com/dobokugo/ ）、公式 YouTube などで行っています。2017 年 12 月に開設した

Facebook は応募時点で約５００名のファンがいます。 
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